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津 南町森林組合

長坂より望む

代
表
理
事
組
合
長
　
滝
沢
　
完
治

昨
年
の
年
の
瀬
に
は
、
十
二
月
と
し
て
は
ま

れ
な
積
雪
と
な
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
除
雪
等
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と

と
推
察
い
た
し
ま
す
。

組
合
は
今
月
で
決
算
を
迎
え
ま
す
が
、
金
融

緩
和
に
よ
る
円
安
誘
導
策
は
、
当
組
合
に
と
り

ま
し
て
、
製
造
原
価
を
押
し
上
げ
る
結
果
と
な

り
、
加
え
て
消
費
増
税
に
よ
る
影
響
等
も
あ
っ

て
、
大
変
厳
し
い
組
合
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
食
品
分
野
で
の
大
口
取

引
先
で
あ
る
日
本
食
研
Ｈ
Ｄ
㈱
様
か
ら
、
多
大

な
ご
支
援
を
賜
っ
た
お
か
げ
で
、
組
合
全
体
で

は
ほ
ぼ
計
画
を
達
成
す
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。

又
、
昨
年
六
月
に
は
長
岡
を
メ
イ
ン
会
場
に

し
て
、
本
県
で
は
二
回
目
と
な
る
全
国
植
樹
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
土
の
保
全
と
水
資
源

涵
養
の
他
、
森
林
の
多
角
的
な
目
的
達
成
の
た

め
、
森
林
醸
成
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
ま
し
た
。

当
組
合
と
し
て
も
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
今

期
の
大
き
な
目
標
で
も
あ
り
ま
し
た
森
林
整
備

を
推
進
し
、
地
域
の
森
林
所
有
者
の
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
初
期
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

地
道
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
引

き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
が
組
合
員
皆
様
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　 

申
し
上
げ
ま
す
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「
育
て
よ
う 
未
来
へ
続
く
豊
か
な

森
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
昨
年
十
月

十
九
日
、
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津

南
を
会
場
に
、
魚
沼
地
域
の
林
業
関

係
者
、
約
百
五
十
人
の
参
加
で
、「
第

十
回
魚
沼
森
の
感
謝
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

  

こ
の
感
謝
祭
は
、
魚
沼
市
、
南
魚

沼
市
、
湯
沢
町
、
十
日
町
市
と
津
南

町
が
回
り
順
に
当
番
と
な
っ
て
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
の
総
代
会
に
て
二
団
地
の
森

林
経
営
計
画
の
樹
立
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
取
り
組
み
、
宮
野
原
・
朴
木
沢
地

区
と
反
里
口
地
区
で
計
画
を
樹
立

し
、
除
間
伐
、
枝
打
ち
、
搬
出
間
伐

の
森
林
整
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

  

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
、
森
林

国
営
保
険
の
取
り
扱
い
が
「（
独
）

森
林
総
合
研
究
所
」
へ
移
管
さ
れ
、

名
称
も
「
森
林
保
険
」
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

  

移
管
時
点
で
有
効
な
ご
契
約
は
自

動
的
に
引
き
継
が
れ
、
補
償
内
容
や

受
付
窓
口
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

①
火
災
②
風
害
③
水
害
④
雪
害
⑤

干
害
⑥
凍
害
⑦
潮
害
⑧
噴
火
の
８
つ

の
森
林
災
害
に
対
応
し
た
保
険
制
度

で
す
。

第
十
回 

魚
沼
森
の
感
謝
祭

森
の
恵
み
に
感
謝

森
林
経
営
計
画

２
団
地
樹
立

森
林
国
営
保
険
が

変
わ
り
ま
す

  

こ
の
感
謝
祭
で
新
潟
県
緑
化
功
労

者
知
事
表
彰
に
、
芦
ケ
崎
小
学
校
。

ま
た
、
に
い
が
た
緑
の
百
年
物
語
緑

化
推
進
委
員
会
緑
化
功
労
者
表
彰
に

四
十
年
間
、
国
道
美
化
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
、
金
波
会
代
表
西
澤
喜

団地名
宮野原
朴木沢

反里口 計

計画樹林 ha 47.47 18.92 66.39

間伐面積 ha 7.10 6.73 13.83

枝打面積 ha 2.30 0 2.30

搬出間材 ㎡ 85 154 239

美
様
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

  

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
芦
ケ
崎

小
学
校
の
五
、六
年
生
に
よ
る
龍
神

太
鼓
と
、
よ
さ
こ
い
つ
な
ん
様
に
よ

る
元
気
な
よ
さ
こ
い
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
も
ち
ろ
ん
一
般
の
来
場
者
の

方
も
大
喜
び
で
し
た
。

  

ミ
ニ
イ
ス
作
成
に
参
加
し
た
小
学

生
は
、
友
達
と
手
順
書
を
に
ら
め
っ

こ
し
な
が
ら
も
、
全
員
が
見
事
完
成

し
ま
し
た
。

津南の森林被害の大半は
冬季の雪害です。
森林所有者の
大切な森林を
サポートする
唯一の保険制度

です。
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十
日
町
産
業
フ
ェ
ス
タ

木
と
の
ふ
れ
あ
い

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト

　
　
来
年
以
降
も

　
　
　
　
　
継
続
か
？

間
伐
材
が

   

登
山
道
の

　
　
　
木
道
に

  

昨
年
十
月
十
八
、十
九
日
の
二
日

間
、
キ
ナ
ー
レ
を
会
場
に
、
十
日
町

産
業
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
親
子
連
れ
が
木
工
教
室
等
を
楽
し

み
、
木
材
と
触
れ
合
っ
た
。

　

  

産
地
証
明
さ
れ
た
木
材
を
住
宅

に
使
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
商
品

券
等
と
交
換
で
き
る
国
の
事
業
で
あ

る
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
の
窓
口
受

付
を
、
一
年
間
で
二
十
八
棟
行
い
ま

し
た
。

　

最
近
の
報
道
で
は
、
期
間
満
了
し

た
こ
の
事
業
で
す
が
、〝
復
活
か
〟

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

消
費
税
増
税
も

あ
り
、
地
方
の
経

済
の
活
性
化
の
た

め
に
も
ぜ
ひ
と
も

復
活
を
望
む
も
の

で
す
。

　

昨
年
十
二
月
二
日
に
、
新
潟

県
安
全
運
転
管
理
者
協
会
様
よ

り
〝
平
成
二
十
六
年
度
の
運
転

中
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
に
お

い
て
優
良
な
業
績
を
挙
げ
た
〟

と
い
う
こ
と
で
表
彰
状
と
記
念

品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
年
行
っ
て
い
る
安
全
運
転

講
習
会
や
、
不
定
期
に
行
っ
て

い
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
チ
ェ
ッ
ク

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
安
全
運
転
で
！

　
〝
私
た
ち
は
、
無
災
害
運
動
、
飲

酒
運
転
撲
滅
に
、
し
っ
か
り
取
り
組

み
ま
す
〟

　

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
昨

年
十
二
月
に
職
員
全
員
で
そ
れ
ぞ
れ

名
前
を
記
入
し
、
職
場
に
掲
示
い
た

し
ま
し
た
。
仕
事
中
は
も
と
よ
り
、

運
転
中
に
も
注
意
を
喚
起
い
た
し
ま

し
た
。
署
名
す
る
こ
と
で
、
安
全
第

一
の
意
識
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

宮
野
原
・
反
里
口
で
生
産
さ
れ
た

間
伐
材
を
主
体
に
、
昨
年
も
巻
機
山

と
苗
場
山
の
登
山
道
整
備
に
供
給
さ

れ
ま
し
た
。

平ヶ岳 登山道 木道

新設住宅着工棟数（木造）
区分 本年 昨年

新潟市 3,647 4,187
長岡市 844 1,012
上越市 569 839

十日町市 87 104
津南町 20 29
湯沢町 7 9
全県 7,748 9,246

表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

無
災
害
運
動
、

　
　
飲
酒
運
転
撲
滅
!!

　

毎
年
「
今
年
こ
そ
は
登
山
を
」
と

思
っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
登
れ
て
い
な

い
。
木
道
を
歩
き
、
頂
上
か
ら
の
景

色
を
見
て
み
た
い
。
ま
ず
は
体
力
づ

く
り
！
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「通信教育」
がんばりました !
　特産部の得意先であります、日本食研ホールディングス㈱様では、
毎年社員教育の一環として「通信教育講座」を開講しており、たく
さんの社員が受講しているそうです。そこで関連会社である津南町
森林組合にも案内がありまして、職員の自己啓発を図ることを目的
として希望を募ったところ、17人の申し込みがありました。

講座の種類

受講しようと思った動機

受
講
し
て
み
て
の
感
想

ビジネスに役立つボールペンと筆ペンコース………… 10 人
日商簿記検定３級受験……………………………………… ２人

「見える化」で仕事カイゼンコース ……………………… １人
知っておきたい「食品工場の基本」 ……………………… １人
食品の安全対策講座………………………………………… １人
１からはじめる！税金・年金・マネープラン…………… １人
魅せる！ Power Point プレゼンコース …………………… １人

●少しでも字が上手になればと思って。
●くせ字を直したい。
●自分の字があまり好きではなく、年相応の字が書けるようになりたい。
●年賀状の宛名を筆で書けるようになりたい。
●簿記の資格を取りたい。
●業務に関連する内容だったので知識の向上につなげたい。
●保険・税金・年金の知識を身に付けてこれからの生活に役立てたい。
● QC 発表会でパワーポイントを使うから。
●通信教育講座のガイドブックの表紙に、「過去と他人は変えられない　でも未来と自分は変えられる」と書

いてあり、この言葉に引かれてやってみたいと思った。

　さて、半年間で全員修了まで辿り着いたのでしょうか。現時点では修了証を手にした人と、修了証を待っている人
がいるようです。

あ
な
た
を
成
長
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、

〝
あ
な
た
自
身
〟

変
化
す
る
時
代
の
中
で
、

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
を

高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

日
本
食
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の

大
沢
社
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

毎
日
練
習
す
る
の
は
、
出
来
そ
う
で
、

な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
時
間
を
見
つ
け
て
練
習

を
続
け
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ

う
い
う
気
持
ち
を
持
つ
キ
ッ
カ
ケ
が
作

れ
た
事
は
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

短
期
間
だ
っ
た
の
で
、課
題
の
提
出
を
す
る

と
い
う
こ
と
だ
け
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

仕
事
に
取
り
入
れ
て
み
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
新
し
い
通
信
教
育
に
さ
ら
に

挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

思
っ
て
い
た
よ
り
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
一
日
一
時
間
で
も
勉
強
す
る
と

い
う
習
慣
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
で
終
わ
り
で
な
く
、
今
後
も
テ
キ

ス
ト
を
読
み
返
し
て
復
習
し
、
自
分
の

知
識
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

少
し
ず
つ
で
も
書
く
こ
と
を
習
慣
に
し

て
、
手
元
に
お
手
本
が
あ
る
訳
で
す
か

ら
、
書
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　なめこ特有のあのヌメヌメの正体は、“ムチン”という成分です。
　このムチンには、肝臓や腎臓の機能を高める機能がある為、二日酔
いを解消する効果が期待できます！
　昨年末より、お酒の席が増えている時期だと思いますので、アルコー
ルで荒れた内臓をなめこのヌメヌメ成分で優しく労わってあげてみて
はいかがでしょうか。
　飲んだ翌朝にあつあつのなめこ汁！というのも良いですが、なめこ
は炒めてもとっても美味しくいただけるんです！
　ここで、なめこの簡単レシピをひとつご紹介します。

　その他になめこの健康効果としまして、疲労回復効果があります。
　雪下ろしで疲れた体に、おいしくて体に優しいなめこ料理はいかが
でしょうか。
　また、血液をサラサラにする効果が期待できることもわかってきま
した。
　他のきのこ同様、低カロリーでダイエット食にもぴったりです！
　価格もお手頃ですので、普段の食生活の中に少しずつ取り入れてみ
てはいかがでしょうか。

なめこを食べよう !!

なめこの健康効果

なめこを食べてこの冬を乗り切りましょう！

なめこと長ネギのバター醤油炒め

なめこ………………… ２袋
長ネギ………………… １本
バター（お好みで）…… 10～20g

にんにく……………… １かけ
醤油…………………… 適量
塩コショウ…………… 少々

材料　（2人前）

作  り  方

❶長ネギは斜め切りに、にんにくはみじん切りにして
おく。
❷フライパンにバターとにんにくを入れ弱火で炒める。
❸なめこを入れ中火で炒める。バターがなめこ全体に
回ったら長ネギも炒める。
❹熱が通ったら醤油を鍋肌にかける。塩コショウで味
をととのえ出来上がり！

※大粒のなめこを使用すると、よりなめこのぷりぷり感が味わえるのでお勧めです。

とっても簡単に出
来るので

おススメです！
是非おためしくだ

さい。
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　  あ と が き

　暖冬の予報で「いやんべ、いやんべ」
と気を抜いていたところの大雪。全国
ニュースに津南町が度々登場し、「食糧
はある？」とご心配をおかけしている。
大変は大変だが、そこまでではないん
だけど…と心の声。しかし、そういっ
ていられるのも、津南町の除雪が行き
届いているからだと思う。当組合の除
雪隊も完ぺきである。おかげさまで何
の支障もなく毎日通勤し、生活できて
いる。本当に感謝してもしきれないほ
ど感謝である。m(__)m

● きのこ部 ●
津端　智津子

（正面）

　きのこ部の培養課、生産課、きのこ指導課
と、特産部のきのこ販売課を担当。それぞれの
課によって『頭の切り替えが大変』
　津南特用林産物生産組合振興協議会の事務
局も担当し、きのこ生産者からの信頼も厚く、
森林組合とのつなぎ役。
　趣味は読書と映画鑑賞。寝る前の読書が癒
しの時間。自称、健康オタクでもある。歩くこ
とを日課にし、自家製野菜をたくさん食べら
れるスープにも凝っている。
　津南弁の『いいこっつぉ～』が大好きと、すっ
かり津南に馴染んでいるが、エスエージーエー
佐賀の伊万里出身。『明るく元気に健康で』が一
年の計。どがんでんきばいよるもんね！

職員紹介

ツキノワグマ（クマ）は本州、四国、九州に分布し
ている。ただし九州では、絶滅した可能性が高い。北
海道に生息しているのはヒグマで、日本最大の陸生哺
乳類である。

ツキノワグマは、主としてブナ林を中心に、奥山の森
林に生息するものだが、近年人里（里山）にて多く見
られ、人間とのトラブルになってきた。

 里山近くの農地に多く作付されるスイートコーンや
飼料作物（デントコーン）を食べる事を学習し、毎年
の様に集落や町の中心地まで出没する様になった。こ
のため、人との出合いによる人身被害も報告されている。

森林の被害は一部的で、造林木の被害は少ないと
思うが、一部の地方でスギ造林の皮剥ぎの被害がある。
クマによる一種のマーキング行動と考えられている。

森林作業員の人達とクマとの出合いは少ない。車で
山に入り、各種の作業機等を使用する事により、人間

の存在を充分示しているからである。それとは対照的
に山菜採りやキノコ採りは、人数が少なく静かに採取し
ている事からクマとの出合いが多い。充分に注意して
いただきたい。

鳥獣被害にご注意
ください！❷

組合員の皆様へお知らせ
　組合員の皆様には日頃よりご支援ご協力いただきまし
てありがとうございます。
　下記の異動がある時は各届出書の提出をお願いいたし
ます。

●組合員に加入する時
●持分を譲渡する時
●組合員の名前が変わった時
●組合員の住所が変わった時
●組合員の相続をする時（相続開始後 90日以内）
●組合員を脱退する時

　お手数ですがよろしくお願いいたします。

　第 48 期通常総代会は、下記の日程で
行われます。総代の方々にはまた文書で
御案内いたしますので、よろしくお願い
いたします。

3月22日㈰
午前9時30分




